
ChatGPTに聞いてみた  動車の整備、販売の未来像は 

ChatGPT: 

自動車の整備と販売の未来像について

は、テクノロジーの進化、自動運転の普

及、サステナビリティの意識向上、そして

ライフスタイルの変化が大きな影響を与え

ると予想されます。以下に「整備」と「販

売」それぞれの未来像を整理してご紹介し

ます。 

         自動車整備の未来像 

1. 常時接続・オンライン診断が基本

に 

• 車両は常にネットに接続され、センサーと ECUが状態を監視。 

• 異常が検出されると自動で整備工場に通知、必要に応じて OTAで修正やアップデート。 

• 人が乗らなくても、車両が自動で点検や整備のために工場へ向かう。 

2. 予防整備と状態基準整備の一般化 

• 走行距離や時間ではなく、車の状態に応じて整備を行う。 

• 故障前の兆候を AIが解析し、未然に対応する「予兆保全」が主流に。 

3. 整備士は「技術者」から「エンジニア＋マイスター」へ 

• ソフトウェア、センサー、電装系に強いエンジニア的スキルが求められる。 

• 一方で、物理整備・匠の技能（微細な調整や部品の手作業交換など）も引き続き重要。 

4. 整備工場の役割の変化 

• データセンター的役割やリモート診断サポートセンターとしての機能も持つ。 

• モビリティステーションとして給電、整備、洗車、メンテナンスをワンストップ提供。 

         自動車販売の未来像 



1. オンライン販売が主流に 

• ディーラー訪問なしで、サイトやアプリから車種選択～契約～納車まで完結。 

• バーチャル試乗や ARによる車両確認、個人 AIアドバイザーの導入も。 

2. サブスクリプションモデルの普及 

• 車を「所有する」から「利用する」へ。 

• 月額固定で車を乗り換えられるプランや、使った分だけ支払う従量課金制も。 

3. 自動運転車の共有・呼び出しサービスへ 

• 「マイカー」という概念が薄れ、必要なときだけ自動運転車を呼び出して移動。 

• 販売というより「モビリティ利用権の提供」へシフト。 

4. 環境配慮とライフスタイル重視の選択肢 

• EV（電気自動車）・水素車など環境に優しい車種の販売が中心に。 

• 車の性能よりも、「ライフスタイルとの親和性」「サステナビリティ」が重視される。 

    まとめ：未来像のキーワード 

項目 キーワード 

整備 オンライン診断・予兆保全・匠の技・AI支援 

販売 サブスク・EV中心・バーチャル・体験価値 

共通 デジタル化・持続可能性・自動運転・非対面化 
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